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• 常に患者さん、医療関係者の声に耳を傾け、ニーズに合った高付加価値な医薬品を提供します。
• 長期にわたり使用され有効性と安全性に優れた医薬品を、経済的・安定的に提供します。
• 常に品質確保に対する高い意識を持ち、信頼される最高品質を目指します。
• 常に独創的な視点を持ち、新たな技術を追求し、より高度な研究開発に取り組みます。
• 良き文化と伝統を継承し、企業価値を持続的に高めます。

経営理念
私たちは研究開発型企業として、常に技術の向上を図り、独創的な製品を開発し、

高品質の製品を適正に供給することにより、人々の健康に貢献し、社会的信用を確保するとともに、
会社の発展と社員の幸福および協力者の共栄を求めて事業を進めて参ります。

高田製薬行動憲章
制定 :2007 年 7 月 20 日
改定 :2022 年 4 月  1 日

高田製薬株式会社は、研究開発型企業として、常に技術の向上を図り、独創的な製品を開発し、高
品質の製品を適正に供給することにより、人々の健康に貢献し、社会的信用を確保するとともに、
会社の発展と社員の幸福および協力者の共栄を求めて事業を進めます。
　そのため、私達は、すべての企業活動に際して、次の行動原則に基づき、人権を尊重するとともに、
関連する法令、規則、業界自主規範およびその精神ならびに社内規程を遵守し、高い倫理観と社会
的良識をもって行動します。

行動憲章の詳細については、こちらからご覧いただけます。
https://www.takata-seiyaku.co.jp/profile/philosophy/order.html

 

編集方針
　高田製薬株式会社は、全てのステークホルダーの皆様に私たちの CSR（Corporate Social Responsibility：企業の社会的責任）の取
り組みをお伝えし、理解を深めていただくために、CSR 報告書を発行いたしました。
　本報告書では、新たに「価値創造プロセス」を提示し、ESG（環境・社会・ガバナンス）の視点に基づいた情報開示を強化しました。また、
社員座談会を通じて現場の声を取り上げ、より多様な視点から当社 CSR の取り組みを紹介しています。

報告対象期間：2024 年 4月 1日～2025 年 3月 31 日（※一部、同期間以降 の活動内容を含みます）
報告対象組織：高田製薬株式会社および国内の子会社

●開示情報に関する注意事項
本報告書には、高田製薬株式会社の過去と現在の事実だけでなく、公開日時点における計画や見通し、経営方針・経営戦略に基づい
た将来予測が含まれています。
諸条件の変化によって、将来の事業活動の結果や事象が予測とは異なったものとなる可能性があります。

●本件に関するお問い合わせ先
高田製薬株式会社
コーポレート本部　総務部 CSR 推進課
e-mail:csr-promotion@takata-seiyaku.co.jp
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